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In this study, we researched about significance and 
potential of graphic arts for regional regeneration, through 
some examples of Busan, South Korea. The purpose of this 
study is to suggest the ideal way of regional regeneration 
with graphic arts from the field of visual design. There are 
many projects of graphic arts for regional regeneration from 
the late 20th century. Through research of those projects, 
we want to study the significance and possibility of graphic 
arts for the regional regeneration. In this study, four 
graphic art projects in Busan were selected as the subjects 
of research. The reason that Busan was chosen as a subject 
of research is because a lot of regional regeneration projects 
by the graphic arts have been done in Busan after the 21st 
century. Firstly, we investigated the background that the 
regional regeneration became the social problem in South 
Korea from the late 20th century. Next, we studied the 
process, the contents, and the result of four projects that we 
chose. Then, we finally summarized the significance and 





























































































	 韓国の都市化は 1960 年代の経済発展がきっかけとされて






果、1960 年には 27 だった都市の数が 1963 年には 32 市、1
973 年には 35 市、1980 年には 40 市、1981 年には 50 市、1
992 年には 1 特別市・5 直轄市・68 市と大きく増えた。都市
人口率も 1960 年には 33.8％が 1970 年には 49.9％、1980
年には 57.3%、1990 年には約 77.6%となり、国民のほぼ 3































	 その代表的な組織が 2006 年に文化観光部注8)によって設立
されたパブリックアート支援のための公式機構「公共美術推
進委員会」である。公共美術推進委員会は 2006 年に全国で




















	 例えば、公共美術推進委員会が 2006 年・2007 年に実施し


























































2015 年 6 月現在、釜山市オフィシャル観光案内サイトに紹
介されているだけでも 23 カ所に及ぶ壁画の村が存在してい
る注13 )。その中から、特に本論で取り上げる事例は次の 4 つ
である(図 1)。 
	 
図 1	 研究対象プロジェクト実施場所を示した釜山市行政区マップ	 
3.2.1. 安昌村(釜山市・東区・凡一洞) 
(1) 安昌村の概要 
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ートが受けられずにいた。2014 年現在も約 9 割の住宅が無
許可建築物であり、住民の約８割が高齢者である(図 2)注14 )。 
	 
図 2	 釜山市凡一同の景色。手前が安昌村である。	 























図 3	 安昌村の公園に描かれた子供の絵(左) 
図 4	 コミュニティ施設「雁・窓・庫」の外壁に描かれた絵(右)	 
	 
図 5・6	 安昌村の壁画『子供たち』(グ・ヒョンジュ作)	 	 







ェクトメンバーたちが自発的に翌年の 2008 年にも第 2 回目
の雁・窓・庫プロジェクトを立ち上げた。2008 年 4 月から 1




	 雁・窓・庫プロジェクトが行われた 2007 年から 2009 年
までの 3 年間は、高齢者人口が 8 割を超えていた町に若者た
ちや専門家の手が加わり、多くのメディアの取材対象にもな
るなど、それまでの村の雰囲気が一新された。 











































図 7・8	 専門家の指導で染め物を作っている安昌村の住民たち	 
3.2.2. 徳浦 1 洞(釜山市・沙上区)  








	 その中でも特に徳浦 1 洞住民の生活水準については、201
4 年の沙上区徳浦 1 洞の広報冊子『縁』によると、沙上区全
体のうち 5.1%の 5,399 世帯 12,759 名が住んでいる徳浦 1 洞
住民のうち、343 世帯 577 名が生活保護を受けていることが
わかる。そして 2010 年に徳浦 1 洞の空き家で凶悪犯罪事件
が発生するなど、町のスラム化や治安の悪化は暮らしの質的
水準も脅かしていた。 
(2) 徳浦 1 洞のプロジェクトの内容 
	 荒んでいく町の雰囲気を一新し、生活環境を改善するため
に、2012 年 2 月に地元住民らによる徳浦 1 洞住民自治委員
会が結成され、町の再生に向けたプロジェクトが始まった。
まず 2012 年 2 月から 6 月まで手がけられたのが、狭い路地
の壁を明るく塗り直すグラフィックアートの制作であった。
住民ボランティアたちと地元美術大学の学生たちは住民か












る狭い路地道の壁約 120 カ所であるが、テーマによって 13
区間に別れている。第 1 区間のテーマは「花の天国」、第 2
区間は「美しい風景」、第 3 区間は「かわいい子犬」、第 4
区間は「子供こころ」、第 5 区間は「動物園」、第 6 区間は
「海の中」、第 7 区間は「虹のトンネルその 1」、第 8 区間
は「東洋画」、第 9 区間は「虹のトンネルその 2」、第 10
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「虹のトンネルその 3」、第 13 区間のテーマは「希望のまち
徳浦」である(図 9・10)。 
	 
図 9・10	 徳浦 1 洞の住民たちが参加した壁画制作現場	 
(3) 徳浦 1 洞のプロジェクトの考察 















	 ちなみに、徳浦 1 洞の事例はグラフィックアートが地域社
会で「犯罪予防」の効果を持つことを示す事例でもある。実
際に徳浦 1洞のグラフィックアートは釜山地方検察庁が進め









図 11・12	 徳浦 1 洞の路地に描かれた壁画の数々(左上・右上) 
図 13	 徳浦福祉センターへの案内サイン(左下) 
図 14	 徳浦福祉センター(右下)	 
3.2.3. 中区一帯 
	 




























組みの一つとして行われたのが、2011 年から 2014 年現在に
至るまで、毎年開催されている「ストリートギャラリー美術
祭(Street Wall Art Festival)」である(図 15・表 1)。 
表 1	 中区ストリートギャラリー美術祭の内容注19 )	 
開 催 年
月 
2011 年 10 月 2012 年 10 月 2013 年 9 月 2014 年 10 月 
回数 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 











































































































     
















品が出品された。2013 年第 3 回美術祭では 1950 年代の朝鮮
戦争時代から続いている古本屋街の裏路地が舞台になり、20












された様子が見受けられた(図 16〜図 19)。 
	 
図 16	 2011 年第 1 回美術祭開催地の光復洞一帯(左上) 
図 17	 2012 年第 2 回美術祭開催地の東光洞印刷街(右上) 
図 18	 2013 年第 3 回美術祭開催地の宝水洞古本屋街 (左下) 




















































ろ、全国的に選ばれた 24 件のプロジェクトのうちの 1 つに







ように 6 件の路地の壁に道案内の矢印が描かれた。2012 年
には再び文化体育観光部が主催する「マウル美術プロジェク
ト」の対象に選ばれて、3 件の空き家の作品展示及び 7 件の
路地作品が設置された。 
	 
図 20	 甘川文化村の全景(左) 
図 21	 甘川文化村の観光案内所兼お土産ショップ(右)	 
	 
図 22・23・24・25	 甘川文化村の壁画(左上・右上・左下・右下) 














表 2	 甘川文化村で実施された公共プロジェクト注22 ) 
年度 プロジェク


















・空き家にアート作品 6 点 








































































・空き家にアート作品 3 点 
・路地道にアート作品 7 点 
文化体育
観光部 
     
	 甘川文化村のプロジェクトは社会的に高く評価され、韓国






abitat Regional Office for Asia and the Pacific)が指定す
る「アジアで最も美しい村」に選定され、「2012 アジア都
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